
はじめに

我々が利用する地図のうち，わが国全域をカバーする
最大の縮尺で最も詳細，正確な地図に，国土交通省国土
地理院の２万５千分の１の地形図がある。わが国程度の
面積で大縮尺の地図が全域で用意され，かつ一般に市販
されている国は少ない。
日本の地図整備は明治２（１８６９）年に民部省地図司戸

籍地図掛の設置に始まる。その後内務省，陸軍省，建設
省内で組織名を変えながら昭和３５（１９６０）年に国土地理
院となり現在も継続して作業が行われている。
最初の整備刊行地図は明治６（１８７３）年で，江戸時代

の伊能忠敬（１７４５～１８１８）によって測量された伊能図を
編纂した「大日本全図」である。
２０万分の１の地図は，明治１７年（１８８４）に編集に着手
し，明治２６（１８９３）年までの９年間で一部の離島を除く
国土の全域を整備した。この地図は，伊能図，内務省の
地形図・河川図及び各府県庁作成の地図その他を資料と
して整備された。
国土全域を２万分の１縮尺地図でカバーする事業が明
治１３（１８８０）年に開始されたが，その後このスケールで
は膨大な経費と期間がかかることから，明治２８（１８９５）
年に縮尺を５万分の１に改め，離島の一部を除き大正１３
（１９２４）年までに，国土全域は昭和５（１９３０）年に，３５
年間で１２９１面の地図として完成した。これと並行して明
治４３（１９１０）年には２万５千分の１の地図整備が開始さ
れていた。戦争の混乱等による中止があったが，昭和２５
（１９５０）年に再開し７０年余りの歳月をかけ昭和５８（１９８３）
年に４３３８面の地図として整備を完了した。
生名島周辺の測量は，伊能忠敬の測量隊が，紀伊，中

国，内海を対象の第５次測量で，文化２（１８０５）年に因
島から弓削島，生名島，岩城島の島嶼部を，１週間程度
の工程で通過していった記録がある。これが生名島が近
代測量の洗礼を受けた最初であることは間違いない。こ
のときの結果は伊能図として残っている。
地形図で生名島をみると，５万分の１で「瀬戸田」の
ちには「土生」，２万分の１で「中庄村」と「岩城村」の
２葉の分割で，地図に記載されている。両者の発行年は
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Fig. 1 村界測点帳（表紙）

Fig. 2 村界測点帳（日付）
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異なっているが明治３１（１９９８）年測量成果を基本に数度
の修正測量によって作成されている。２万５千分の１で
は「備後土生」に含まれ，これは時代が経過し航空写真
を使った昭和４０（１９６５）年測量の成果である。
２万５千分の１が完成後，５万分の１はこれをもとに
作成される編集図となったが，それまでは明治３１（１８９８）
年測量成果が基本として利用されていた。この測量より
９年前の明治２２（１８８９）年の測量原本が発見されたので
ここに報告する。測量原本とは測量結果を図化した図，
すなわち地図はなく，地図を作成するための測量台帳す
なわちデジタル情報である。

資 料

利用するデータは，生名村永久保管文書「村界測点帳
伊豫國越智郡生名村」である。（Fig. 1）検査日として
明治２２（１８８９）年１０月２１日愛媛県検査と記載がある。
（Fig. 2）資料の材質は和紙で，体裁は和綴じ，縦１３．５
cm 横１９．７cm，全３５ページである。村界測点帳記載の座
標数は８４８であった。（Fig. 3）
生名村は瀬戸内海のほぼ中央，愛媛県の北東端越智郡
の島嶼部に位置し，生名島，平内島（へないしま），鶴
島，坪木島，亀島（竹島），能小島，大島，小島および甑
島（こしきしま）の９島からなり，生名島以外は無人島
である。それぞれの面積は３．６７，０．１０，０．０８，０．０１平方
km で，総面積は３．８７平方 km になる。

解 析

「村界測点帳」は海岸線をいくつかの測点を結合し多
角形で表現する。１つの測点から測量をはじめ，順次進
行して最後に再び出発点に戻るように組まれた閉合トラ
バースの測量手法（Fig. 4）で記載されている。
測量では通常，方位角は真北を基準にして時計回りに

０°～３６０°が測られる。「村界測点帳」では測角方向は同
じく時計回りではあるが，基準が北だけでなく象限ごと
に変化する。第�象限では北であるが，方位角が９０°を越
え第�象限になると，東を基準とした時計回りの角度を
測る。すなわち第�，�，�，�象限毎に角度の基準方
向が北，東，南，西と変化し方位角は０°～９０°の範囲と
なる。（Fig. 5）
当初データが何を意味するものか分からなかったが，
試行錯誤の結果，説明したルールで座標を求め閉曲線と
して結ぶと生名島の海岸線の形が浮かび上がってきたた
め，閉合トラバースになっていると判明した。村界測点
帳記載の座標数は８４８である。この座標が複数に分割さ
れ，それぞれのポリゴンが生名島とその周辺の島の海岸
線を表している。座標の分割区切りは記載されてないた
め，閉曲線としてほぼ同じ位置にもどる位置で分割した。
距離の記載はメートルでなく「間」であったがこれは１

間＝１．８１８m で換算した。

結 果

方位角と距離のデータを使って再現した１８８９年の生名
島の海岸線を Fig. 6 に示す。この座標で，生名島，平内
島，鶴島，坪木島，亀島，能小島，大島，小島および甑
島島など生名村に含まれる島の海岸線が表記されていた。
また「数値地図２５０００行政界・海岸線」（１９９７）の座標

データで描いた同縮尺の海岸線を Fig. 7 に示す。
両者を比較すると海岸地形の変化がわかる。１８８９年の

海岸線がすでに直線的であることから，生名島では埋め
立てあるいは護岸工事がこの時期には進んでいた様子が
わかる。生名島では塩田による製塩が盛んであったこと

Fig. 4 閉合トラバース

Fig. 5 方位角の測り方
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から，浅瀬や入り江部分は優先的に利用され純自然海岸
線から半自然海岸線に改変されていたようである。
生名島東岸の厳島と呼ばれる半島部は独立した島であ
ったものが，大正末期に現在村役場，公民館がある場所
が埋め立てられ生名島と陸続きとなったことも示されて
いる。また東岸にある現在の中学校の敷地が埋め立てに
よる造成地であることも読み取れる。

ま と め

最近では GPS（Global Positioning System：全地球測
位システム）による測位手法が普及し不特定多数の人が，
国際的標準座標である緯度経度で位置を取得できるよう
になった。普段の生活で緯度経度を使って自分の場所を
説明する人はいない。しかしながら広く普及したカーナ
ビゲーションや航空機・船舶の航法支援等の地図システ
ム上では緯度経度が位置特定の指標として利用されてい
ることを想像することは容易である。この緯度経度でさ
え GPS と連動した世界測地系に対応したため日本の位置
が４００m ほど南東へずれたことは記憶に新しく，従来の測
地基準系で作成された地図に関するデータを世界測地系
に適合させていくための変換が必要となっている。
またコンピュータとともにインターネットが普及し，

地図情報に多くの人がかかわる機会が増えてくる分散型
の情報処理システムが普及すると，データとソフトウエ
アの独立性が重要になってくる。そのため地図情報につ
いても他の分野と同じように標準化が求められている。
さらに地図情報に関しては標準化とあわせて整備も急

がれている。もちろんアナログデータでなくデジタルデ
ータとしての整備である。今後求められる地図情報は，
ラスター形式あるいはベクトル形式であれデジタル化さ
れて，コンピュータで扱える状態であることが大前提で
ある。
現在では，国土の利用，開発，保全等にかかわる情報

を全国的な規模で地図からデジタル化したものに，ラス
ター形式では１km メッシュの国土数値情報（１９７４）が
あり，ベクトル形式では基準点，標高，河川，海岸線，
行政界などが整備されてきている。その作業は既存のア
ナログ地図の再デジタル化である。古い地図のデジタル
化は，画像データとしてラスター形式とするのは容易で
あるが，データ容量や拡大，縮小を伴う演算に用いる場
合ベクトル形式のほうが有利である。ラスターデータで
表現された線分をベクトルデータに変換する方法もある
が，完全には自動化されてはおらず人手（費用）がかか
る。元になる地図が小縮尺であればベクトル化後の精度
が期待できない。

Fig. 6 生名島の海岸線（１８８９） Fig. 7 生名島の海岸線（１９９７）

明治２２年に測量された生名島の海岸線（塚本） ３３



地図作成は現場での測量結果を紙に写す作業である。
言うまでもなく測量結果はデジタルである。それを紙に
写してアナログ化したものが地図である。測量結果が残
っていなければ地図化と逆の作業である A／D 変換により
コンピュータ利用のできるデジタル形式にする必要があ
る。今回見つかった測量原本のデジタル情報は特に精度
的にも大変貴重な資料である。
わずか１例であるが測量原本の存在が明らかになり，
その記述形式も現在利用されている形式とほぼ同等であ
ることがわかった。他の自治体に保存文書として保管さ
れている可能性が高い。資料の発掘，整理により地図情
報の時間的変化の資料として充実をはかることによって，
書庫に埋もれた資料でなくコンピュータ利用されること
により再びよみがえるであろう。
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